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山田上川言った「精巧な変装過ぎるけど、では、赤の他人なの?」偽前川は答えた。
「うん。」
山田上川「セクハラした罪で、燃やすっ」魔法で燃やした。偽前川は炎上した。偽前川は死んで、セーブポイントである、デルポイの神殿からのスタートになった。偽前川は言った。
「やっぱ天候は大事かもね。雨は苦手だなぁ。」山田上川は殺人を犯したが、特にお咎めは無かった。山田上川は、夜の幼稚園へ行った。夜の幼稚園は、霧に包まれており、霧の中には少年の影が一つだけ見えていた。山田上川はそれを見つめていた。やがてその少年の保護者２名がやってきて、少年を見つめている山田上川に絡んできた。女性は言った。
「うちの子を拉致しようとしている。」
男性「未遂だからいいんじゃないのかなぁ。」
女性「問答無用!」彼女は、刀を抜くと同時に、その刀で、山田上川を斬りつけた。横に。山田上川は斬られてうずくまった。彼女は言った。「拉致加害者に天誅。私は神か。天に代わってお仕置きか。」
山田上川「見ていただけです。」彼女は魔術で、女性を燃やしたが、女性は気合で、炎を消した。
「もっと斬られたいらしいな。」彼女は刀を縦に振り下ろし、山田上川の肩を斬った、山田上川は失心した。
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さて、山田上川は刃物を借りて、刺突した。なんというか魔物は、柔らかくて、動きが鈍かった。魔物に生存権あるか知らんが、以前言ったように、もしかしたら殺人が合法な異世界かも知れないし、魔物は夜寝ているとゆっくり近づいてきて、顎でバリバリ噛み砕いて、対象を捕食してしまう性質を持っている。ので、正当防衛風ではある。魔物からは流血があるが、血液は赤ではなく、透明であった。あるいは白色だった。酸化バリウムだっけか。20人くらいそれはいた。多分魔法で焼く方が楽と思われるが、魔法のエネルギー残量とかあると思う。動きが鈍いと言ってもカタツムリよりは速そうだし。カタツムリに会ったら優しくしましょう。カタツムリは植物を食害するとは言われますが。まあ負けるか勝つかであったが、多分手傷を受けつつ勝利したと思われる。手を食いちぎられるとか。山田上川が傷を塞いでいる間、他の人々が、刀振り下ろして魔物を殺していた。リーチ長いと有利だよね。魔物は脂肪分が含まれてないので、サラサラ血液で、刃はあまり汚れない。砦には20名程寝泊まりしていた。多分最大収容能力は、砦生前は、100名だった。砥石とかも落ちていた。多分此処で寝泊まりした後、二人は飯食いに行った。野生動物捕まえた事にしようと思う。兎捕まえる方法考えてみる。昔よく見ていたが。引っ張るとつっかえ棒が倒れて石が倒れて来て潰されるというもの。あとは、動物の通り道に、罠仕掛けるものだが、よく覚えてない。触れると木がしなって引っ込み、縄が引っ張られる。木は足元においておく。脚にひっかかって、よくしなる木の棒が、曲がった状態から真っ直ぐに戻る。戻った反動で、縄が締まる。実際は上手く行かなそうだが、動物の進行方向を考えないといけない。いやいいや。とにかく捕まえられた事で。畜生。で、食べていた。ウサギの場合巣を見つけてから、巣穴に罠仕掛ければいいが、ロープが自動的に締まるには、本人を動力にしないといけない。ロープの先に、木を結わえてから、それを土に埋め、ウサギがそのロープに引っかかり、木が飛び出し、ロープの先のしなった木が真っ直ぐになり、その木の先に結わえてある、ロープが引っ張られ、円形に結んだロープが引っ張られ締まる。締まる箇所とウサギの現在地が一致していれば、ウサギは締めあげられる。ゲット。ウサギ捕まえていた。巣穴見つけるのが肝心に思える。ウサギの場合。鹿の場合通り道を見つけるらしい。で、ウサギを焼いて食べた訳だが、内臓も勿体無いので食べておく。新鮮な状態で、焼いておけば食べれると思われる。こんな感じ。あとカタツムリも食べた。これも加熱しないといけない。カタツムリには寄生虫が入っている為である。茹でた。茹でるか蒸し焼きでいいと思う。焦げ防止である。山芋もいいよね。山芋は掘れば出てくる。あとカエルかな。アカミミガメ野生化して欲しい。食えるので。豊富な食料源ラインナップに、カメが増える。魚捕まえるのは難しいからね。あとは、虫けら。カマキリに寄生虫入っているので、肉食の虫けらは、要加熱に思える。やっぱ蒸し焼きかなと思う。焼き芋の手段か、あるいは、土に埋めて、それを加熱する土蒸し焼き。乾燥地帯の方が使える。日本はその代わり、夏は沢山小動物がいる。虫とかカエルとか。そんなものを食べながら生活した。魔法で食料は出せないが、動物を魅了は出来るとしておく。ゲド戦記では、動物を魅了出来るが、信頼を裏切るのでやらないとされていた気がするが、裏切る事にする。なお、魔物を食べる事も出来る。味は鶏胸肉。つまり相当美味い。魔物狩りはとても、浮浪者同然の人を助けており、魔物は恐れられるより感謝されていた。寝首をかかれるのと、餓死とどっちがいいのかという事で、生命豊富に感謝であった。魔物の体長は、1～3m程で、立ってない事が多いので、実際は身長が低い事が多い。見た目は人間風。贅肉がなくて、スリムな、鶏胸肉と細い骨の塊。喋ったりするが、日本語とか英語とか、その他人間の言葉ではないので、何言っているか一切不明。骨は軟骨質が多く、焼くとパリパリして美味い。血液は酸化鉄じゃないので、脊椎動物の系統ではない。山田上川の炎の魔法は、焼く時役立ったが、それだけだった。魔力は大気中から吸収出来る。前川は以前、山田上川から魔力を奪ったが、山田上川は出来ないが、前川の場合、魔力をどっかに貯蔵出来るので、得られる時欲張っておいて損は無いが、山田上川の場合貯蔵出来ない。魔物は、単独で行動する場合も、大きな群れを形成する場合も両方ある。前回のは20の群れだった。コーヒーを飲む場合どうすればいいだろうか。ゴボウでコーヒーでも飲もう。アザミとかタンポポの根をゴボウ代わりにしよう。ゴボウはキク科である。そうやってコーヒー飲んでいた。ところで、ミカエルは、剣で蛇を退けるらしいが、旧約聖書にはよく、剣を持った天使が登場する。名前は不明だが、ロバを助けた天使は剣を持っていた。ミカエルがどの書籍に出るか不明である。ミカちゃんが、トカゲ退けるかわからない。どっちだろう。久々に旧約聖書改造でもするか。さて、助けられたロバは、バラクとバラムの時出ている。バラムは、

バラム（Balaam、ヘブライ語: בִּלְעָם,‎）は旧約聖書の『民数記』22章に登場する人物。ユーフラテス川流域の町ペトルに住んでいた。

民数記だ。民数記を見てみる。見た。こう改造する。山田上川と前川は一旦行動を別れて、山田上川は、エリコに近い、ヨルダンのかなたの、モアブの平野に宿営した。特に問題なかった。地名は異世界なので、現実世界では無い。地名被っただけだが、地形も被せておく。多分空間移転ゲートとかくぐって日本からヨルダンへ移動したと思うが、モアブってどこかというと、死海の右側。東側と言う。ここでは特に誰もいなかった。ところでホモ・サピエンスの祖先は、ここら辺の砂漠を横断しなければ、日本に来れなかった訳だが、現在の日本人に、砂漠で生活する能力あるだろうか。多分無い。古代人より劣化してそうである。ただ船あるのか。得意不得意というべきかな。モアブ人はいなくて、山田上川は井戸に掘り方知っていたとする。あと家畜も沢山持っていた。なので外敵の人間は足りない方がいい設定。バラクはモアブの王であったが、それはそれとして、バラクの代わりに、上田山崎(うたやさ)出しておく。うたやさは、モアブの現地人であったが、彼は、アンモンの地にある、ユフラテ川のほとりにある、ペトルに向かった。アンモンは、死海の北東にある。そこにバラムじゃなく、山田徳田(やたとた)が、住んでいたが、うたやさは、やたとたと会見して言った。
｢連携して、山田上川をボコりましょう。｣
やたとた｢私は呪う方が得意だ。｣
うたやさ｢ザッツOK。そのプランで行こう。｣
やたとた｢神と交信するからちょっと待っておれ。｣
うたやさ｢待つ。｣彼は待った。待ってる間彼は、エロい事していた。やたとたは、種入れぬパンと、オリーブの実と牛乳出してあげた。神とやたとたは会話した。
神｢おっはー。｣
やたとた｢神、山田上川を、うたやさとボコりますので、力を貸して下さい。｣
神｢私は山田上川を攻撃しない方針だ。｣
やたとた｢マジで。｣
神｢うん。｣さて、やたとたは、そのまんま報告した。うたやさに。うたやさは答えた。
｢そっか。なら神抜きで行こうぜ。｣
やたとた｢えーと、神に聞いてみる。｣聞いてみた。
神｢行ってもいいですが、私の指示に従って行動しなさい。｣
やたとた｢許可が出たよ。｣
うたやさ｢なら行くか。｣二人はモアブへ向かった。二人はロバに乗っていた。神の御使いは、抜き身の剣を持って、二人を殺そうと待っていた。うたやさと、やたとたには、御使いはみえないが、ロバには見えている。ロバは、御使いを避けようとして、道を逸れた。二人はボケーッとしていた。三度目、御使いが現れた時、御使いは、狭い道をとうせんぼしており、ロバは脇道を見いだせず、立ち止った。うたやさが先行していた。やたとたは言った。
｢どうしたんだ?｣
うたやさ｢ロバが動かなくなった。｣
やた｢どうしたんだろうね。｣
うた｢うーん…｣うたやさは、ロバを打った。歩けって意味であるが、もし歩けば、うたやさは斬り殺されるであろう。ロバは耐えた。ロバが耐えていると、御使いは姿を現してから、ロバが喋れる様にしてやった。ロバは言った。
｢痛いです。｣
御使いは言った。｢どう思う。この剣の煌めきを。｣
うたやさ｢誰ですかあなたは。｣
御使い｢射程圏内に入ったら殺そうかと思っていた。｣うーん…こうするか。むしろ、うたやさ→山田上川と同一にするか。どっちにしろ、キーボード無いときつい。横向きで頑張ってみよう。山田上川は尋ねた。
｢何故ですか？｣
天使｢神の命令だ。理由など知るか。｣
山田上川｢やたとた、どういう事ですか。私を罠に嵌める気でしたか。｣
やたとた｢いや、計算違いだが、考えてみれば、神は、うたやさを殺さない方針だって言っていたじゃないか。だから邪魔するのかも。｣山田上川は、同郷の、うたやさを虐めており、友達のやたとたと一緒になって、リンチする予定であった。
山田上川「ちっ。」
御使い「やたとたは、神に従う条件でなければ、山田上川と一緒に行ってはいけない。神の指示をいちいち仰ぎなさい。」
やたとた「承知。」
山田上川「御使い。邪魔だからどいて欲しい。」御使いは、道を開けた。二人は通った。モアブへ到着した。モアブには、山田上川のライバルの、うたやさがいた。山田上川は言った。「早くして欲しい。」
やたとたは、急いで祭壇を作り、神を呼び寄せた。神は言った。
「うたやさを祝福しなさい。こう言いなさい。山田上川、私は神に言われた通りに、うたやさを祝福する。うたやさは、女獅子のように、立ち上がり、おじしの様に、その身を起こす。これはその獲物を食らい、その殺したものの血を飲むまでは、身を横たえない。」
やたとたは同じ様に言った。
山田上川「マジで。やってみなきゃわからないよね。」
やたとた「私は見物しているよ。」
山田上川「見てな。」彼女はうたやさに突撃した。抜身の剣を持っていた。やたとたは果実を齧った。うたやさは祝福されたように、山田上川を殴って攻撃して倒してしまった。彼は言った。
「私の勝利だ。」
山田上川「違うっ。」彼女は武器を持って、彼に襲いかかって、その心臓を、剣で貫いて、彼は血液を吹き出した。抜けなくなる。山田上川は、うたやさの喉笛に噛み付いた。山田上川は、首を噛みちぎった。山田上川の方がむしろ、獅子のようであった。しかし、うたやさは減った箇所を再生した。そして言った。
「この程度では私は死なないんだ。」
山田上川「このやろー。」うたやさは、山田上川を爆殺した。山田上川の肉体は、木っ端微塵になった。やたとたは、それを見ていた。彼は逃げ出して、そこで祭壇を築いて、神を呼んだ。神は言った。
「私が定めたものしか生き残れない。あなたはさっさと、ペトルに帰るがいい。」やたとたは、逃げるように家に戻った。山田上川は復活してから、ゲートをくぐって日本に戻ってきた。前川がいた。山田上川は言った。
「疲れた。寝る。」で、寝た。
前川「どうだった?」
山田上川「キーボードとパソコン無いと厳しい。」厳しい。幽閉中はやはり、プランAで行こうかと思う。プランAは、売り物を使う事だ。家畜は売り払った。山田上川は、でかいゴーレム、20ｍくらいに殴られて、またクラッシュした。ケイ素でゴーレムは出来ていた。外で遊んでいたらそうされた。ゴーレムは他者に操られているというが、これは自律していた。ゴーレムさんは、食料源にならない。山田上川は砦内部へ逃げてきた。「危険なものが多い。もっと都合いい異世界にしてよ。」
前川「どうしたいの?」
山田上川「例えば、私が前川の生殖器官舐めまくるとか。」
前川「かみちぎられると危険だと思う。」
山田上川「歯を抜くとか?」
前川「それいいね。」そうしてしまった。山田上川は言った。
「前川も本当はこうして欲しかったんでしょ。」
前川「無論そうだよ。」山田上川が、前川の生殖器官を、口に含むと、前川（ぜんか）は発情した。山田上川は、それをそのまま、なめ続けた。前川は放出した。山田上川の顔は、放出物で汚れた。山田上川は言った。
「歯戻してもいいでしょ。」
前川「いいよ。」
山田上川「前川には私がこれで必須になったね。」
前川「うーん。確かに山田上川(やたかか)以外に女の友人いないけど…。」ところで、この異世界には、喋ったり魔法使ったりする、竜がいると言ったが、それは遠い場所にいる。例えばアフリカの西とか。日本程度にも、いるものは、喋れない。で、腕が翼になっている。そういや、この砦には、脱出装置が設けられており、それは鏡であるが、この鏡を通ると移動出来る。モアブへ続くゲートは、砦からちょっと離れた、街にある。砦の魔法の鏡は、どこかに繋がっているが、射程距離は短い。前川は鏡回収して、弄んでいた。前川は山田上川に言った。「山田上川、試しに移動してみてよ。この鏡中に入ってワープ出来るんだ。」
山田上川「はい。」彼女は入ってみた。宮城県仙台市程度につながっていたが、異世界なので、人はあまりいない。そこの砦に通じていた。山田上川は一旦行くと、外の様子見てから、戻ってきた。外の様子はこうであった。一面森。沼もある。木がない場所には、人が伐採跡地に、街を作っている。山田上川は見てから戻ってきた。因みに異世界でも、地名は同じで概ね、仙台の場所は仙台である。街は小規模で名前も違うが。山田上川は、前川に報告した。「仙台近辺。」
前川「へー。大した事無いね。」
山田上川「そんな事無い。海があるよ。」
前川「日本で海が無い方が珍しく無いか?」
山田上川「うーん…」やっぱキーボード無いときついなぁ。山田上川が外歩いていると、自転車で走っている人がいた。山田上川はその自転車に轢かれた。相手は転んだ。山田上川も転んだ。山田上川の方が先に立ち上がった。「大丈夫?」相手の人を助け起こした。相手は山田上川の手を掴んで起き上がった。相手も言った。
「大丈夫ですか?」
山田上川「この程度なら平気。」
相手「出前が倒れてしまった。まあ仕方ないか。」彼は自転車に乗って、ペダルを押そうとした。山田上川は言った。
「なんの出前ですか?」
相手「見ての通り、お蕎麦だよ。」彼は走り去っていった。帰ろうとすると、前川が、にやにやと見ていた。彼女を。前川は、山田上川に近づいてきた。山田上川は言った。
「どうしたの?」
前川「胸にゴミがついてる。」彼はそのまま、山田上川の胸に手を当て、もみしだいた。山田上川は言った。
「前川。どうしたの?」
前川「私は前川ではない。」
山田上川「嘘でしょう。」
前川「嘘じゃない。前川は多分こんな事しないし、私は事実前川に変装しているだけだ。」
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山田上川は、話に聞く竜を尊敬していた。竜の世界には、刑務所も精神病棟も無いからである。なんて優しい連中なんだろう。前川は言った。｢まさか、こういう形で、あなたが私に対し、存在価値を示す事になるとは。｣
山田上川｢不本意だけどね。私の寿命が、私の自由の為に役立つなんて、あなたがいてくれて助かる。｣窓から外が見える。山田上川はノコノコ外に出ようとして、前川に止められた。山田上川は言った。｢出たい。出たら捕まるけど出たい。｣
前川｢気持ちはわかる。落ち着け。｣
山田上川｢わかったよ。｣彼女は深呼吸した。｢駄目だ。死んじゃいたい。シオランが死にたがるのは寧ろ良いとか言っていた気がするけど。｣
前川｢確かに出なければ精神病棟と同じだな。何か別の事があれば良いが…｣私は現実の壁を破れない。私が幽閉されている以上幽閉文学にしかならない。駄目だ出られない。私に許されている事は無為に過ごす事だけだ。山田上川は、自分の腕に噛み付いた。孤独であった。何も無い誰もいない此処には確かな痛みがある。なので異世界出す。この異世界は、幽閉され気味、つまり、仮想現実に過ぎない異世界となる。前川は魔法で異世界を作り、そこで、山田上川を遊ばす事にした。山田上川はお礼を言った。さて、2人は冒険へ出た。前川は山田上川に付き合って暇つぶしする事にした。思えば彼も家に閉じ込められている。さて、武器無しで異世界へ行った。異世界では多分殺人は合法であった。異世界には、魔法使いもいるが、武器もあった。魔法ガイドブックを、山田上川は無料で受け取り読んでいた。書いてあった。魔法使いには、｢炎の魔法使い｣ みたいに、～の魔法使い みたいな 分け方を出来ます。と 書いてあった。んー。二人は、街で、宿を得なかったので、打ち捨てられた砦に入っていった。そこでベッド見つけたら、先客がいた。ボロボロだったが使用可能であった。残ったものに対し寝た。魔物出すか。試しに。魔物なら弱いのと、あと、敵が襲って来る良い理由になる為だ。魔物来た。さて、魔物は砦に入ってきて、前川はそれに気づいた。目覚めて、山田上川に言った。
｢魔法多少使える様になってるじゃん。魔物に対し魔法攻撃してよ。｣前川なら、魔物突然死程度出来るが、山田上川がどの程度出来るかと言うと、
山田上川｢何をどうすれば良いやら…｣
前川｢炎の魔法とか…｣
山田上川｢出来るんだね?｣魔物来た。山田上川はやってみた。出来た。魔物は発火して、炭になった。他の人が言った。
｢武器貸してやるよ。｣
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女性は孤独であった。親戚はいなかった。7人上司が育ての親であった。ミッションをクリアした時のみ可愛がられて育った。ただ別に彼女の方も、用事がある時以外は、7人上司と会おうとはしなかったが、3000万手に入ったので、仕事から解放されたも同然であった。一方山田上川の両親はまだ健在で、親戚も存在したが、親戚と山田上川の関係は希薄であった。山田上川は、暇だったので、幽閉されている友人の、前川に会いに行った。山田上川は前川に言った。｢私の顔を撫でていいぞ。暇だから。｣
前川｢頭がいいなぁ。｣
山田上川｢頭でもいいぞ。｣前川は、山田上川の頭を撫でた。前川は幽閉されつつ、微生物を使った研究もさせられていた。前川を幽閉しているのは、実の父親及び、魔術や微生物の研究者や、研究をやらせている男性たちであった。前川はこんな事を言った。
｢エロゲーが好きなんだよね。｣
山田上川｢成程。変態なの?｣
前川｢うーん、食事が1番楽しいから多分普通だと思うけどなぁ。｣
山田上川｢以前勤めていたところ首になった、というか、雇い主の人が死んじゃったんだよね。1度は性行為した程の関係だったんだけど。それはそれとして、私も盗んだら、腕切断手術された上で、精神病棟にぶち込まれて、エビリファイ飲まされた上でエビリファイ注射されるから、今マジでやばいんだよね。今無職なので。｣
前川｢生活保護は?｣
山田上川｢貰ってないよ。｣
前川｢貰えばいいのに。｣
山田上川｢今、国家権力によって、申請権利が凍結されているんだよね。｣
前川｢そりゃ災難だね。｣
山田上川｢うん。｣
前川｢魔法何に使うべきか悩んでるんだ。目的の方が大事だよね。｣
山田上川｢出世と金。｣
前川｢魔法使える人が多数いる状態だと多分不可能だね。この様に特異性が売り物になる場合がある。｣
山田上川｢技術職の場合のみ。｣
前川｢確かにそうかも。飯でも食おうか。｣二人は何か食べた。オムライスかも知れない。前川は屋外に出る事に関し制限がかかっていたが、誰かが前川を訪ねる分には問題無かった。山田上川は、前川の家を後にした。そしたら、謎の集団に襲われ、後頭部を金属バットで殴られて、頭蓋骨は砕けて、金属バットは凹んだ。謎の集団は立ち去って行ったが、数名精神病棟にぶち込まれたか、ヤクザ形式ならあるいは、責任者1名で済むのかもしれない。せやないと、構成員のバッジ持ちが増えすぎる為である。目的はやはり謎であった。深い理由があるのかも知れない。例えば海の1/4が手に入るとか。多分逃がさない為だと思われる。債務者を。その為に山田上川の尊い後頭部が犠牲になった訳だ。You are hallowed your name for your sacrifice である。一方前川は、魔法で微生物を培養する実験で、誤って研究室を爆破させていた。山田上川は、復活して急いで家に戻り、戸締りをして寝てしまった。風呂入らなかったので、血液で布団が汚れた。彼女は自分の行いを反省した。反省したので、夜行動する様に努めた。彼女は散歩に出かけた。散歩していた。倒すべき敵は見当たらなかった。いや本当は存在しているのであるが、一神教の神を殺せないのと同じぐらい困難な敵である。国家権力だ。菅首相がいいとか悪いとかそういう問題ではない。精神病棟が不味いのは分かっている。どう解体すればいいのか。私は哺乳類の祖先と、恐竜の関係の様に神から逃げ回るしか無いのは、通例化されたなまくらの、エビリファイ打たれた手錠かけられたもの。私はもう生きているとは言えない。あなたは精神福祉手帳保持してはいけない。人間をやめる事になる。あとは冬のキリギリスである。山田上川は冬のキリギリスだ。冬虫だ。もう終わりだ。歯牙にもかけない。私は冬の虫なので、精神病棟襲撃して回る話を書けない。囚人を解放するんだ。jailbreakという。でも外部から破壊して貰うしかない。山田上川は恐怖の鎖で束縛され一秒ごとに革で打たれている。神から権利を譲渡されたものが、神の様な威光で、公的リンチに励んでいる。これを止めさせるには税金安くすればいいだけである。消費税0%にする運動起こさないと全て自由を奪われるぞ。山田上川はそういう文脈なので、消費税0%にする活動を、国会前で始めた。紙に文字書いて、国会前でうろつく。つまり、消費税0%にしろ。である。山田上川は、弁当食べていた。国会前で。本当は誰かと結託する方がいいが、前川以外に、山田上川には友人はいなかった。龍がいるとする。龍は神龍型で、竜は西洋型。竜の竜はゲド戦記の竜的にしておく。つまり喋れて魔法使えて西の島に生息している。ゲド戦と同じで、西の島は竜が支配していたが、山田上川にとっては、人間が敵であるので、竜は敵じゃない。山田上川は、竜の巣窟へ行きたかったが、もっとも殺されると思われるが、山田上川もまた、山田みたく擬似不死であったので、殺されるより辛いことがあり、それは、束縛される事であった。山田上川から言わせれば、動物園の動物は全員概ね死ぬほど苦渋を受けている。旅行費用が無かった。泥棒すると精神病棟にぶち込まれるので出来ない。山田上川の、消費税0%活動は極めて建設的活動であるが、私は東京いない上、いてもやらないと思う。私はそういう観点で役立たずで、自分を助ける事が出来ない不幸な人間である。人間だっけか。山田上川も経済的に存続は困難で、私は既に国家権力の網目に深入りしている。この困難を越えられるのかわからない。移動不能困難。今は江戸時代で脱藩とでも言うのか。自殺する気なら何でもやれると信じたい。脱藩すら。山田上川は旅に出て、金欠になり、ゴミ漁っていたが、そしたら捕まって精神病棟にぶち込まれた。またかよ。どうにかしてくれ。女性には、7人上司という助け手がいるが、山田上川にはいない。もうゲームオーバーなのか山田上川。人生はゲームで私は既にゲームオーバーなのかよ。霊長類の寿命無駄使い、霊長類の名折れシステム精神病棟。刑務所は出たら多分自由だと推察しておく。山田上川は精神病棟で、右の頬を1000回殴られたとしておく。1時間ごとに、100発だ、山田上川。監獄師は言った。つまり10時間で1000発。消灯後はCrazy Fist のお休みタイムになる。山田上川は1日目のお休みタイムを得た。これが6ヶ月繰り返される毎日。山田上川がフェードアウトしてしまったので、前川の話になるが、前川は、山田上川が、ぶち込まれたのを知っていた。魔法の有効活用法である。手段を吹っ飛ばす。前川は山田上川が、可哀想なので、助けてやった。魔法造作もなさすぎ である。山田上川はお礼を言った。
｢どうお礼すればいいのか。料理するとか?｣
前川｢それであなたの気が済むのなら頼む。｣山田上川はチャーハンを作った。何の為に戦うべきか。答えは消費税0%にする為である。前川はチャーハンを受け取ってから言った。｢お礼に魔力を頂く。魔力吸収されると寿命縮まるが、それでもいいのなら、吸収させてくれ。｣
山田上川｢あと10回助けてくれたらいいよ。｣山田上川は生活保護申請に行ったが、そしたら逮捕され精神病棟にまた送り込まれた。つまりだが、もう表を歩けない状態になっていた。脱獄してもすぐ捕まるだけ。であった。山田上川は次助けられた時、前川に養って欲しいと頼み、その代償として、魔力=寿命を差し出した。
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山田上川は、講堂へ入った。講堂って何だろうか。学校などで、儀式・講演・劇などをする広い部屋。2. 仏教 七堂伽藍(がらん)の一つ。説教・講話などをする堂。
 この講堂には、まだ山田上川しかいなかった。数人の人が入ってきた。講堂には扉があって、数人の人と連れあって、山田上川は、その扉の向こうの、階段を降りていった。そして地下室へ至ると、誰か待っていた。彼女は言った。
｢殺して欲しい相手がいる。名前は まさおかくまさお 現住所は不明。探し出し抹殺しろ。｣
山田上川｢給料は?｣
女性｢28万円。｣
山田上川｢わかりました。口座番号を言います。｣教えた。依頼主の人と山田上川は、酷薄な知り合いだった。1回くらい面識がある。｢えー。暗殺方法は、撲殺にします。石とかで。｣
女性｢わかったらさっさと行け。｣
山田上川｢はぁい。｣山田上川は地上へ戻った。そして、探偵を雇いつつ、聞き込み調査しつつ、テレビ使って生き別れの妹とか偽って、探した。そしたら、まさおかくまさお さんは、虚偽の報告に虚偽の返事で、乗ってきた。まさおかくまさお さん 曰く、
｢生き別れの妹。マジやね。｣彼には妹は実在したが、彼はその存在を無視した。彼の実の妹と彼は仲が悪かった。偽物に会いたいと考えた訳であった。まさおかくまさお は 護衛を六人くらい連れていた。テレビに両方出演した。まさおかくまさおは、地主であって、草原で牛を放牧していた。
司会｢すごいですね。｣
まさおかくまさお｢そうっすね。｣山田上川は、いつ殺害すべきか考えていた。やはりあの講堂に連れ込んで撲殺すべきであろうか。テレビ終了後、山田上川は、自宅と偽り、講堂へ、まさおかくまさおを案内したが、六人のボディガードがついてきた。山田上川が、仕込み武器の石を、まさおかくまさおの頭部へ、投げつけたが、彼のボディガードは、バスケットボールみたく、石をキャッチした。まさおかくまさおは、トランシーバーに告げた。｢殴りこめ!!｣さて、講堂の扉を破壊して、刀剣を持った人々がなだれ込んで来た。彼ら彼女らは、山田上川に、刃物を突きつけ、串刺しにして殺してしまった。山田上川の仲間三人も殺された。さてまさおかくまさおは、死体を硫酸で溶かしてから、血液は大根の汁で、けして、部下に命じて撤退させ、自分も講堂から撤退し、残ったメンバーは、指紋を拭き取って回ってから逃げ出した。山田上川は復活した。彼女は言った。
｢何故だぁああああああっつ｣彼女は、前川に感謝すべきである。｢負けた・・・・。｣
さて、騒ぎをきいて、依頼主の女性が、地下からやってきた。彼女の名前は。。。伏せておいて、彼女は、溶けた死体を見て言った。
｢失敗したらしいな。鞭で1000回叩いてやろうか いっひっひ。｣
山田上川｢お許しを。｣(いっひっひって、ディートリヒみたい。)
女性｢私の暗黒魔法のえーっと、試し撃ちになるがいいっ!｣暗黒魔法って何? まっくら。くらやみ。光のささない所。魔術とは、仮定上の神秘的な作用を介して不思議のわざを為す営みを概括する用語である。魔法とも。 人類学や宗教学の用語では呪術という。魔術の語は手品を指すこともある。 らしい。山田上川は講堂の外へ逃げ出した。暗黒魔法の一環として、影で出来た人間が、二人現れ、山田上川を捕縛した。女性が講堂から出てきた。彼女は言った。｢ルール上決まっているリンチだ。悪く思うな。｣暗黒魔法で、山田上川はボコボコの、えーーっと、狙いの的にされた。ダーツの的の中央みたく。女性は攻撃終了後、頭をぺこりと下げて一礼した。試合終了って意味だろうか。女性は言った。｢私は私達の間で流通しているルール上正しいプロセスで、リンチしているので、私達の間では裁かれない。ほんじゃまあ、帰るか。｣彼女は踵を返し、講堂の中に入り、扉が壊れているのに気づき、電話した。｢もしもし、扉が壊れているので、修理して下さい。いつでも時間は空いています。｣彼女は地下室へ戻ってから、上司の会談を聴いていた。上司は7人いた。テレビ電話で会議しており、それを見ている感じであった。
上司1｢秘宝を得るために、まさおかくまさおを、亡きものにしなければならない。｣
2｢まさおかくまさおは、石造りの城に住んでいる。｣さて、まさおかくまさおは、一人でカラオケを楽しんでいた。
3｢x、まさおかくまさおを襲撃しなさい。｣
女性｢了解。｣さて、女性は、傭兵部隊を雇い、まさおかくまさおの領地へ行った。行ったら地雷が爆発したので、引き返して作戦を練った。金属探知機を使うことにした。金属探知機を使いながら歩いていると、爆撃機に爆撃されてぶっとんだ。モアブかもしれない。2017年6月18日、米軍当局者は、米軍のF/A-18Eスーパーホーネットが、タブカ南のSDF戦闘員の近くに軍用機が爆弾を投下した後、シリアのSU-22を撃墜したことを認めた。誘導爆弾。主に建造物など静止目標に対する攻撃に使用される。空対地ミサイル。地上の目標に対して撃たれるミサイル。AGM-65 マーベリック（対戦車、対艦など多目的に使用可能な対地ミサイル）デイジーカッター（Daisy Cutter）は軍事スラングで、地表の構造物を薙払うように吹き飛ばす爆弾、あるいはそのような目的で作られた延長信管を指す。代表的なものとして、アメリカ空軍が開発した総重量約6,800 kgの巨大爆弾、制式名称BLU-82/B がある。BLU-82/B はベトナム戦争のときに開発され、当時は爆発によってジャングルの木を一気になぎ払って簡易ヘリポートを作るために使用された。また湾岸戦争時には地雷原除去のために使用され、その爆発を見た兵士の一部（報道によれば、イギリス陸軍SAS隊員）は戦術核兵器の爆発と誤認したほどであったと言う。また、イラク戦争では、 BLU-82/Bの爆撃を受けたイラク軍は「アメリカ軍が原爆攻撃を行った」と報告した（雑誌『軍事研究』より）。こんな感じ。女性は生き残って逃げた。で、講堂に戻り、上司と連絡を取った。彼女は泣き言を言った。｢無理です攻撃が激しすぎます。｣
1｢死ぬまで戦うんだ。｣
女性｢命令ばっかしてないで自分もやったらどうだ。｣
1｢何言ってやがる。他に食い扶持あんのか？ あん?｣
女性｢きさ、貴様ァ！｣彼女は通信を切った。そして貧すると、泥棒に走ったが、逮捕され国家権力により処罰を受けた。処罰は公開切断腕であった。山田上川はライブ中継を、電気屋のテレビで見ていた。女性の腕は切断手術されて縫合されていた。山田上川は、彼女の事を思い出した。山田上川をフルボッコした奴だ。
女性は山田上川をまた雇った。メイドになって、まさおかくまさおの家に潜入しろってミッションが下された。｢メイド。向いている様に見受けられる。｣
山田上川｢はぁ。｣
女性｢そしてこの毒で毒殺。｣注射器であった。
山田上川｢頑張ります。｣報酬は、284万に増えていた。さて、身体検査の折、注射器を見つけられた山田上川は、罰として、全裸にされて、180回牛皮で、鞭打ちの刑に処されたが、首にならなかった。しかし、毒取り上げられたので、辞職した。よく議員辞職するよね。彼女は女性に事の次第を報告した。謎の女性xは答えた。
｢では、こうしよう。この袋には毒が入っている。あんたはこれを飲み込んでおく。身体検査の折に。排便時取り出し、袋の毒をドリンクと共に飲ませる。頑張れ。｣
山田上川｢頑張ります。｣彼女はまた雇われた。身体検査を切り抜け、ドリンクと共に飲ませる事に成功し、まさおかくまさおは、生死の境をさ迷った、山田上川はナイフで、まさおかくまさおをちゃんと殺そうとしたが、他の使用人が、山田上川を倒して、玄関前に吊し上げてしまった。鳥の糞を浴びることになる。回復したまさおかくまさおは、山田上川の食糧制限を行い、飢餓地獄に彼女を落とした。山田上川は、口を割った。｢xが全て悪いです。許して下さい。｣まさおかくまさおは、講堂を爆撃した。講堂は無惨に砕け散った。女性は地下室に埋もれた。出てきた。咆哮した。
｢何故だぁあああああっ!!｣彼女は家を失った。瓦礫を掘り起こして、瓦礫を積み上げ、講堂の復元を努めた。さて、山田上川は、罪を許されて食事を与えられた。彼女は泣いてお礼を言った。まさおかくまさおは答えた。
｢食糧制限こそ、悪魔鬼畜の所業。｣つまり、彼自身がそうである。｢私は悪魔鬼畜に落ちた。｣
山田上川｢人間の方が邪悪です。｣
まさおかくまさお｢もっとも有効な邪悪で狡猾な人間らしい手口。｣
山田上川｢はい。人間は悪魔より邪悪です。｣と、精神病棟でぼやく私。｢つまり、まさおかくまさおさんの発言は、悪魔鬼畜に対する侮辱に当たります。｣
まさおかくまさお｢もう裏切らないで、私に仕えなさい。｣
山田上川｢わかりました。｣話はまとまった。精神病棟では、クソ喰らえ服毒薬と、あるいは注射が行われる。であれば、それが無い分多分刑務所の方がマシなんだろう。刑務所行きたかった。山田上川と、まさおかくまさおは、その後セックスしまくった。鬼の居ぬ間の洗濯。注射される直前のマスターベーション。｢あなたなんか嫌いです。他に相手がいないから相手して差し上げているだけですからね。｣
まさおかくまさお｢Yekteniya.｣さて、内偵者は、この状況を、7人に報告した。1は言った。
｢まあ、xの部下などどうでもいい。まさおかくまさおさえ殺せれば。そしたらどうなるっけか。｣
3｢名声。｣
4｢お通し(食い物)｣
7｢実力(領地奪う。)｣
6｢アーミー。｣
4｢あと世界の半分。｣
1｢それ凄くいいよね。つう訳で、xぅううううううっつ! やれ。｣
女性｢もう嫌だ・・・｣
1｢暗殺計画続行しろ。｣
7｢次は左腕だね☆｣
女性｢頑張ります。｣全部国家権力のせいだ。精神病棟は税金と健康保険で運営されている。であれば国家権力のせいだ。さて、彼女は自分でむかった。もはやリスクと収益のバランスは破綻していた。私の脳みそも破綻していた。エビリファイのせいで。記憶がぶっ飛んでしまうのである。もはや痴呆である。殺害方法は毒殺。バレた。まさおかくまさおは、裸体・牛革むち打ち・飢餓地獄 の 3連コンボで攻めた。xは死んでしまった。警察は何してんだろうね。しらね。さて、7人上司は、人間より鬼畜らしかったので、xを復活させてから命じた。
｢死ぬまで働け。｣まさおかくまさお=人間らしい人。7人上司=鬼畜らしい人々。xは、まさおかくまさおを、泣き落としにかかった。そしたら彼は言った。
｢そういう事情があるのなら、うちで働くといいよ。｣女性は喜んだが、すぐ7人上司に連れ戻された。女性は文句を言った。
｢自分らでどうにかしてみせろよっ｣
1｢無理。｣
2｢無理だから頼んでるんじゃないか。そんな事もわからないのか。金は払って、｣
女性｢私もうこの仕事やめる。｣
2｢ふっ。無理だ。｣
3｢そうだな。無理にしてやろう。｣3はまさおかくまさおの心を頑なにして、女性を雇わなくさせた。女性はまさおかくまさおを再び頼ったが、まさおかくまさおの答えはこうであった。
まさおかくまさお｢あなたは嫌いだから雇わない。解雇。さようなら。｣
女性｢ああ!! 全て失って!!｣ で、ナイフで突撃、捕まって警察に引き渡されて、精神病棟にぶち込まれる事になる。で、ジプレキサ飲まされた。飲まされて打たれた。彼女は抵抗力を失った。あとは死んだ魚の目と性的不能で推移した。階段が落ちてきて潰された。さて、7上司は、女性を精神病棟から呼び戻してから、国家権力に関する感想を聴いてみた。女性は答えた。
｢もう何も考えられない。｣壊れていた。
1｢精神病棟と、まさおかくまさお暗殺と、どっちがいい?｣
女性｢何か出来る方がいいです。｣
1｢ならやれ。｣
女性｢はい....｣彼女は、別の領地に攻撃を仕掛けて負けてから、考え直し、暗殺する事にした。彼女は上手く頸動脈を切断し、ターゲット、さんつた を 殺害成功。バレぬように事件処理、精神病棟の手から逃れる。その時仲間4名いた。しかし、裏切られ、頭部を銃弾で撃ち抜かれる。気づいたら、7上司の前にいた。女性は さんつた 殺害後、自殺したと、警察には見られていた。つまりぶち込まれの危機である。
1｢では計画続行しろ。｣女性は、カモフラージュおよび、領地の利権奪取されていた。彼女の名前は永久に伏せられる。女性は、計画無きまま、ふらふらと、出かけて行き、領地の近くで待っていた、警察に逮捕され、そのまま精神病棟へ連れていかれた。で、服毒錠剤、ケツ注射。7人は、自分達でどうにかする事にした。まさおかくまさおの軍勢を、買収する事にした。失敗して7人は殺された。何故なら、まさおかくまさおの軍勢は、忠誠心あるいは、結局まとまって行動した方が、安全だから。であった。7人が死んでいる間、女性を救済するものはいなかった。ずっと精神病棟に拘留されていた。7人はしばらく後復活した。やっぱ暗殺を他人任せにすべきと判断した。女性を呼び戻した。彼女は泣いた。7人は言った。
｢死ぬまで働くんだ。｣
女性｢もう金が・・・・。｣
1｢前払いしてやるからちゃんと暗殺しなさい。｣
女性｢はい....大国があります。そこの元首に襲名してから、まさおかくまさおに戦争を仕掛けますわ。｣女性は暗黒魔法を使い、なんというか、実力を見せつけた。暗黒は見えるものを隠すというか、、、隠す。但し昼になると消える。夜では十分なパフォーマンスを発揮した。ある程度評価された。夜もそうだが、適地では威力が強まる。魔法では右手を中心に、親和性が高い物質から順番に、その魔法に侵略されていく。｢暗黒魔法｣というジャンルでは、彼女はナンバーワンとされた。で、選挙に出てみた。対立候補を抹殺しておいたら、警察にバレて、精神病棟へぶち込まれた。ゲームオーバー。7人は呼び戻し、お説教をした。
4｢あそこは手堅く行く場面であった。｣
女性｢了解。｣
4｢折角の信頼度が パー じゃないか。｣
女性｢信頼度?｣彼女には馴染みのない概念だった。
4｢次の計画は?｣
女性｢もっと小さな島国にします。｣彼女は暗黒魔法を使い、以前と似た風にして、その方面のトップと評された。で、選挙で上手くやった。国家元首になって、まさおかくまさおの領地へ、軍隊を差し向けた。まさおかくまさおも、反撃した。戦争になった。女性は、まさおかくまさおを裏切るように、相手の軍人を諭したが、まさおかくまさおは、高度な精神操作を行っていて、中々裏切らなかった。なので、まさおかくまさおを殺し、領地の元首になれば、停戦してやると、持ちかけた。これには賛同する人は多かった。まさおかくまさおは嫌われていた。誰も彼に頭を撫でられた事は無かった。まさおかくまさおの領地は、女性の攻撃で、大幅なダメージを受けていた。彼女の政治は、国民から批判されていた。財力を無駄使いするからだった。何故そんな下らない真似を続けるのだと、批判されていた。まさおかくまさおが裏切られ、謀殺されるのと同時に、女性は国家元首を首になった。まさおかくまさおが謀殺された後は、軍事政権化した。まさおかくまさおの元領地は。女性は、すぐ、7人上司の元へ戻って、言った。｢褒めて賞金を下さい。｣彼女は褒められ、頭なでなでされ、頬ずりされて、3000万円受け取って、世界の1/200を受け取った。彼女は言った。｢報酬が少ないと思います。世界の1/20くらいは欲しいです。｣
1｢考えておく。｣10時間後、世界の1/20を彼女は受け取った。
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焔山(ほむらやま)は、平原(へいは)に、告白された。多分こんな感じ。
へいは｢付き合って下さい 焔山 さん。｣
焔山｢嫌です。舌噛んで死んで下さい。｣
へいは｢えー。怖いよ。｣へいは は 必死だった。仕方ないので彼は、焔山の父親に相談した。
父親｢んー。私も焔山に、彼氏が出来ないの心配していたけど・・・あなたでも別に私は構わないけど、本人が嫌って言っているのに、無理強いはまぁ、まだ年齢的にする必要ないかと思う。｣
へいは｢あと5年。｣
父親｢5年後はやばいな。ではこうしよう。焔山を呼び出す。三人で会合を行うから、日程が決まったら、あなたに時刻を知らせる。したら来てくれ。｣
へいは｢了承。｣父親は焔山に話した。

焔山｢嫌です。｣
父親｢子供作らないまま死ぬ気か?｣
焔山｢うん。｣
父親｢私は嫌だ。せっかく私は遺伝子残したのに。｣
焔山｢私は超絶美形以外相手にしない。｣
父親｢えーっと、顔とかえーっと、仮面に過ぎない。｣
焔山｢いや本質だ。｣
父親｢後悔するぞ。身から出た錆で。｣
焔山｢私は腐海に沈む。｣彼女は手を突き出した。アロマージベルガモットのポーズだな。
父親｢嫌だ・・・・嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だっ!!｣
焔山｢うるさいなぁ。｣
父親｢もう呼び出す。｣彼は電話した。｢もしもし? 平原さん? 娘はめっちゃ嫌がってますけど、それでも宜しければ来て下さい。｣
焔山｢父さん・・・・私はあなたが孫作る為の道具に過ぎないんですね。ぐすん。｣
父親｢そうだよ。生物学的にそうでしか有り得ないから。｣

へいは｢行きます。｣彼は向かったが、焔山は家から退散した。職場へ行った。

焔山が職場へ行くと、職場の同僚がいた。同僚の名前は、山留(さんと) であった。焔山は言った。｢おはよう。｣
さんと｢おはよう。ところで焔山さん、どういう言葉が侮辱にあたると思う?｣
焔山｢あなたの脳みそは豆腐か。｣
さんと｢成程。そういう方向性ね。なんでこんな話したかっていうと、今村(こんむ)
さんが、飯田(はんた)さんに、侮辱されたっていうから。｣焔山が仕事していると、こんむ と はんた が 言い争いを していた。
こんむ｢私の脳みそは、豆腐ではないです。｣
はんた｢蕩けてはいると思うけど。｣それを見た、焔山は言った。
｢旨そう。｣
こんむ｢いや、渡しませんからね。｣
はんた｢食欲の人だ。｣
焔山｢脳みそなんか付属品に過ぎません。本質は顔です。｣
はんた｢普通逆じゃないの。｣さて、職場に、へいは が やってきた。彼は焔山を見つけた。焔山も 平原 に 気づいた。へいは は 言った。
｢おはようございます。｣焔山は立ち去ろうとする。へいはは言った。｢あ! UFOだっ!｣あさってを指さした。焔山はそっちを見た。へいは は 言った。｢昇進したんです。｣
焔山｢どのくらい。｣
へいは｢CランクからDランクに。｣
焔山｢まずまずだな。これからも精進しろ。｣
へいは｢道は長いのですね。｣
焔山｢藤原道長。｣
へいは｢あ。確かに。｣
焔山｢無駄話したな。｣彼女は踵を返した。
へいは｢今日の夜遊びに行ってもいいかな。｣
焔山｢駄目です。｣
へいは｢In the end.｣焔山はへいはから、立ち去った。ところで、焔山は、自分から声掛けて来ない、ある男を調べていた。彼女は、電報を見ていた。男の名前は、吉田(きった) であった。きったは、空気変える様なジョークも飛ばせない様な人間らしかった。あと、スマフォゲームが好き。焔山は思った。
(何のゲームかによるよなぁ。でも時間無駄にしている人ではある訳だなぁ。)

こんむがいた。彼女は言った。｢新人が来る。｣
焔山｢おや。人件費大丈夫かな。｣
こんむ｢景気いいからね。うちわ。｣
焔山｢本当にそうかなぁ。偽装してないかなぁ。｣

節電しているので、焔山の執務室は暗かった。へいはが来た。
焔山｢またあなたか。なんの要件だ。｣
へいは｢ああ、言います。付き合ってくだ、｣
焔山｢仕事の要件じゃないのか。｣
へいは｢ええそうです。｣
焔山｢何故私に言うんですか。付き合うとか。｣
へいは｢行けそうだと思った。｣
焔山｢はぁ。そうですか。私は一番ちょろそうだと。｣
へいは｢相性もあると思います。｣
焔山｢いつそう思ったんですか?｣
へいは｢最初お会いした時ですね。3年前かな。｣
焔山｢今まで何も言いませんでしたね。｣
へいは｢ええ。最近自分が妙齢化してきた為焦っているんです。なので行動に出た。｣
焔山｢ほー。｣
へいは｢今話していて思ったが、諦めるのも1つの手なのかと。もう断られている訳ですが。｣
焔山｢いや、私の側は早急ではない。｣
へいは｢私は比較的早急です。時間が無いので。寿命の話ですが。｣
焔山｢ま、そういう訳ですので、焦らさせて頂きますわ。今日はお帰り下さい。｣
へいは｢暇でも無いです。暇が取れない日をお教えします。｣彼は教えた。｢あれ? 何故自分、ま、私を対策出来ますね。｣
焔山｢数字が苦手です。｣
へいは｢では帰ります。バイバイ。｣

焔山には会いたくない人物がいて、それを避ける為に、さんと と 仕事交代した。それは、有村(ゆうむ) であったが、予定変更で、ゆうむ が 来た。ゆうむは言った。｢こんちわ。｣
焔山｢あれ? 空耳かな。｣ゆうむ は まあ、他にガールフレンドいる人であった。
ゆうむ｢政子と上手く行ってないんだ。｣
焔山｢はぁ。｣(私となら上手く行くと思っているのだろうか。)
ゆうむ｢つう訳で付き合ってくれ。｣そこらへんで、へいは が 来た。へいは
言った。
｢こんばんわ。焔山さん。｣
ゆうむ｢誰だっけあんた。｣
へいは｢あれ? ゆうむさんは非番じゃありませんでしたか?｣
ゆうむ｢うん。でも話があったから。焔山さんに。｣
焔山｢私は忙しいです。さっさと帰って下さい。｣
ゆうむ｢断る。｣
焔山｢実力行使に出るぞ おじゃま虫野郎。｣
ゆうむ｢・・・今日は引くか。｣彼は立ち去った。仕事終了後、焔山は、へいは に 自分の家に来るように言った。
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山田上川は視力が弱かった。で、夜散歩していた。人だかりがあったので、彼女は行ってみた。山田上川は尋ねた。｢どうしたんですか?｣
誰か答えた。｢コウモリが死んでいる。｣山田上川が見ると、確かにコウモリが潰れて死んでいた。誰かは続けて説明した。｢このコウモリは、群れる性質があるが、ご覧の様に、死んでいるのは1匹だけだ。昆虫を餌にしているらしい。｣山田上川は言った。
｢お詳しいんですね。コウモリは視力低いですよね。視力低い点が、私に似ています。｣木は少なく、何処にコウモリが隠れているかは、予想がつかない。現在飛んでいない。ある時、山田上川は、ダムへ行った。そして、上を歩いていた。雨の少ない時期は、完全に流出を停止させているが、多い時は、放流する。山田上川は、雨が苦手であった。湿度や低気圧の問題と考えられる。ある時、雨が降っている時、このダムの門は、五つ開いて放流していた。ダムの横の山には、1本の大木が生えており、50mの高さがあった。木は、ダム建設の際に、水没予定地から、植え替えられていた。建設用具で、引っ張りあげてであった。ある時山田上川は、5時間寝た。ある時山田上川は、8時間眠らされた。ある時山田上川は、風呂に入った。風呂とは言っても、水道から水で、身体洗うだけものであったが。山田上川はともかく、前川は、山へ行き、崖を探した。崖には、地層が見えていたりするが、そんな風な崖に至り、前川は、横穴を掘り、人工的な洞窟を作ってから、縦穴を掘って、地下水脈を探した、そして井戸を掘り当てたが、水であって、温泉では無かったが、前川は、温泉の出る、横穴を欲していた。故に、温泉地つまり、火山近辺の山岳地帯に移動して、温泉湧き出る山に対し、横穴を掘った。それから縦穴を掘り、温泉を当てた。そこで風呂入って生活したかったが、温度は高すぎた。前川は、魔法で水温を下げた。前川は、外に出て、岩を探した。そして、岩を積み上げ、建物を作り、壁を作り、岩の間に石を埋め込み、岩壁を安定させた。ところで、前川はなんだか、山田上川の、魔法の先生みたいであるが、他人と組んで使う魔法も存在した。1つの動作をする時に必要な手段を分担するなど。例えば、梯子を、前川が一人で持ってきて、一人で設営し、一人で乗るのに対し、複合手段では、前川が、山田上川に、ハシゴを持ってきて貰い、2人で設営して、山田上川が、ハシゴを支えて、前川が上に登る。ひとつの魔法を、複数人で使う場合、以上の様な役割分担が期待出来、安全性も高まる。ただ、魔法使い過ぎると酸欠状態になる。
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前川は言った。｢これで肉体的欠損も修復される状態になっている。｣
山田上川｢へ?｣ 今の状態では、私は本懐を遂げられないだろう。書く意味が無い。人は誰でも小説家になれる。私は死人の様だ。｢どういう意味?｣
前川｢大して重要ではない。｣山田上川は、やかんの水を沸かした。山田上川は、5分かかる、カップ麺にお湯を入れた。そして蓋をして、重石として、はしを乗せた。前川は言った。｢お湯を一瞬で沸かす事が出来る。｣
山田上川｢だとしても遅いよ。｣
前川｢いや、カップ麺を一瞬でふやかせる。｣彼はやってみた。｢開けてご覧。｣ふやけていた。
山田上川｢すごいね。｣さて、やり方を、前川は、山田上川に教えて、彼は自分のカップ麺を、山田上川に、ふやけさせて、2人はカップ麺仲良く啜った。ある日山田上川は、警察に捕まり、事情聴取を受けた。その後、山田上川が、川辺を歩いていたら、抗争があって、巻き込まれて瀕死状態になったが、前川のこないだの措置のおかげで、一命をとりとめた。ある日、山田上川が、家の近くを歩いていると、神田が出てきた。彼は言った。
｢あなたを殺すと、世界の半分を私のものに出来るらしい。故に殺す。｣彼は謎の力で、山田上川を粉々に粉砕した。神田は満足して立ち去ったが、山田上川は死んでおらず、やがて再生した。前川を招き、山田上川はある日、晩餐会を行ったが、その時、前川は、山田上川の再生能力を、性能を下げてしまった。彼は説明した。
｢今のままの設定だと、聴力が落ちるから。｣
山田上川｢はぁ。ところで最近すごく役立っているよ。ぜんか君の魔法。ありがとう。｣
前川｢ステーキで許す。｣彼は肉を噛みちぎった。
山田上川｢私は ぜんか 君に感謝こそすれ、恨みに思っているとか全然無いからね。｣
前川｢ああ。｣彼はサラダを平らげている。彼は言った。｢ところでさ、憎たらしい相手がいるけど、簡単には殺せそうに無いんだ。多分返り討ちに遭う。大人しくしていても、殺されるかも知れない。虫の居所が知れないし、権力も途方もない。ただ、執念深さは、未知なんだ。私は彼女を魔女と呼んでいる。どれ程まですり減らすつもりなのか。大人しい性質では無いと思う。狙撃してきそうだ。および真正面から、真剣で斬り裂いてきそうでもある。彼女はトップではないが、20人いるトップクラスの1人とか、そんなんかも知れない。部下は無限にいるが、命令からこの部下たちは、結構独立している。｣2人は、ある集会に参加した。そこでは無料で、ハムサラダと、焼きそばが振る舞われた。前川と山田上川はある日、川辺で浮かんで・・・・、空中に浮かんだり空中を歩行して遊んでいた。前川は、鉄骨を運ぶだけの仕事をやっていた。彼は、山田上川も誘った。山田上川もそういう事やって幾らかの金を受け取った。鉄骨を浮かばせる事が出来た。故に楽な作業であった。前川は、外出が制限されており、外出する時は、偽装工作の人形を配置してから、外出しなければならなかった。前川は其れに慣れてはいたが、バレたら、右腕を切断されるだろうと言っている。故に、山田上川は、1人で散歩していたが、そしたら、また神田が出てきた。神田は今度は、分身の術を使い、山田上川をフルボッコにした。山田上川は、復活後、前川の家にいって、一緒に食事をとった。
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山田上川は、友人の家で、ご馳走して貰っていた。友人は、前川(ぜんか)って名前であった。前川は言った。｢脳内嫁固定化したい。｣
山田上川｢脳が多ければ出来そう。｣
前川｢私は頭が軽いとな・・・｣
山田上川｢浮気しないって意味かな。｣
前川｢そこはよくわからん。｣
山田上川｢ガルフレが出来た事無いから?｣
前川｢だね。｣
山田上川｢私はどうかな。｣彼女は立ち上がり、シャツに手をかけた。自分の。前が開閉するタイプの衣服であった。彼女は言った。｢取り敢えず脱ぐ。｣
前川｢露出狂ですか。｣
山田上川｢うん。｣
前川｢脱いでみろよ。その勇気があるならさぁ。｣
山田上川は、開閉させてから、衣服を自ら剥ぎ取った。で、腰に手を当てて、仁王立ちになった。
前川｢美しいね。｣
山田上川｢ありがとう。｣
前川｢その勇気は評価されるべきだ。多角的観点から。ところでさ、私は毛を収集しているんだ。あなたの毛を頂きたい。｣
山田上川｢羅生門か。｣
前川｢ちょっとでいいよ。｣
山田上川｢ハサミ頂戴?｣受け取って、髪の毛の一部を切断し、山田上川は、前川に、其れを渡した。前川は其れを受け取った後、試験管に封入した。そして、机の上に配置した。
前川｢寒くないの。着れば？ ところで、この髪の毛は、あなたの身体の治癒に使わせて貰う。｣彼は、立ち上がって、試験管を手にして、隣の部屋へいき、扉を閉めた。暫くして、戻ってきた。試験管は持ってない状態になっていた。
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さて、山田上川は、泥棒の為に、ロッカールームへ行ってみて、一通り、手に入る荷物は無いか、調べてみた。あった事にする。彼女は、それを、別の場所へ移してから、物色した。中身には、名前の書いてある、リストが1枚入っていた。つまり紙切れ1枚しか、見つからなかった。山田上川が、そんな真似をしていると、咳をする人が、山田上川を横切って行った。山田上川は、その日、その紙切れだけ携えて、自分家に戻った。テレビつけていると、大きな乗り物を操縦している人の図が、出てきた。その乗り物は、地上から発艦して、空を天空へ上昇していた。山田上川は、気になった。高度何メートルまで、何分で上昇出来るんだろうかと。山田上川は、取り敢えず、飯にした。ああ腹減った。私が。
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山田上川(やたかか)は、蜜柑を6つ買ってきた。山田上川は、まず、日記をつけた。彼女は秘密裏に宣言した。｢未完の絵画を、蜜柑の開花と間違えるのは、金正恩の読み方が、キムジョンウンなのに対し、正恩では、ションウンになる現象と、多分一緒。｣

山田上川の買ってきた蜜柑は、品種は温州ミカンではない。別の品種としておく。彼女はコレの種を、六ヶ所に埋めた。これは植えてから1週間で果実を採れるものであった。彼女は1週間後にコレを採取した。6本の木が存在している。豊作であった。

名前の付け方の為だけに、別人出す。山田上川以外に、上原(うえげ)と、平野(への)、安田(あんた) が いるとする。3人は話しあっていたが、あんたが1番響きが良いと思う。


